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      会 議 録 要 旨       

会 議 名 第 1回  八王子市下水道使用料等懇談会 

日 時 令和 7年（2025年） 6月 24日（火） 午後 1時 00分～3時 00分 

場 所 八王子駅南口総合事務所  会議室 

出

席

者

氏

名 

参加者 

                                                  

資料 1のとおり 

 

事務局 

水循環部下水道課 課長補佐兼主査 上條 憲一 

水循環部下水道課 主任 佐々木 崇雄 

水循環部下水道課 主任 松井 由美子  

水循環部下水道課 主任 小倉 健弥 

水循環部下水道課 主事 中里 僚汰 

水循環部水再生施設課 課長補佐兼主査 中村 浩久 

水循環部水再生施設課 課長補佐兼主査 淺見 健一 

欠 席 者 氏 名 なし 

議 題 下水道事業の現状について 

公開・非公開の

別 
公開 

非 公 開 理 由 ― 

傍 聴 人 の 数 なし 

配 付 資 料 等 

次 第                                              

資料１：懇談会参加者名簿  

資料２：下水道事業の現状 

資料 3：八王子市下水道使用料等懇談会開催要綱 

参考資料 1：下水道事業概要 

参考資料 2：八王子市下水道事業経営戦略 
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会議の内容 

次第 1 （省略）  

 

次第 2 議題 

(1)座長の選任について 

懇談会の進行役である座長は、日本大学経済学部教授 金子憲氏に座長を引

き受けていただく旨、承諾を得た。 

 

（２）下水道事業の現状について 

事務局より資料 2「下水道事業の現状」について説明。 

 

（３）意見交換 

【座長】 

事務局から説明があったが、参加者の皆様から質問や意見があれば伺いたい。 

 

【参加者】 

今後、少子化や下水管の耐震化工事などの対応をしていく中で、現状の使用料

体系で経営をしていくことができるのか。 

 

【事務局】 

下水道使用料の収入が約８０億円あるのに対し、支出が、過去に下水道管を建

設した際の起債や東京都の水再生センターでの汚水処理費などが支出としてあ

げられる。現状収支の均衡は保てているものの、今後、物価上昇や人件費の高

騰などを踏まえると、厳しくなることが考えられる。 

 

【産業振興推進課長】 

資料１０ページのグラフで、営業外収益とはどういったものがあるのか。 

 

【事務局】 

営業外収益に計上されているものとしては、長期前受金戻入で、これは固定資

産を取得した際の国や都道府県からの補助金などを耐用年数に応じて収益とし

て計上している。 

 

【参加者】 

使用料を改定する前に、経費削減の努力はどのようなことを行っているか。 

 

【事務局】 

北野処理区（八王子駅周辺）の区域では、昭和３０年以降、八王子市の直営で処

理場を運営し、下水を処理していた。平成１０年代に直営方式をやめ、民間業者

に委託を行うことで、直営の職員数を１３０人から３８人まで削減できたと考えて 
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会 議 の 内 容

  

いる。また、東京都と議論を進め、水再生センターという東京都の大規模な処

理場を活用することで、処理場の建て替えや土地の確保の経費を削減するこ

とを行ってきた。 

 

【参加者】 

７０年前から現在に至るまでどのような収支の目標を設定しているのか。また、

今後の収支の見込みなどを考えた際に補うことができないのか。下水道管の

耐震化事業を完了したとあるが、耐震化事業は今後どういった計画を考えて

いるのか。 

 

【事務局】 

下水道使用料が適正であるかを示す指標として、経費回収率というものがあ

る。汚水を処理する汚水処理費と、皆様から頂いている下水道使用料の２つを

比べて、100％を上回っていれば、適正な使用料が取れていると言える。現状

としては、100％を超えている状態である。しかし、今後収支の見通しを行う

と、物価上昇や下水道管の老朽化が進んでいくことが予想されるため、経費回

収率 100％を維持することが厳しい状況になると考えている。 

耐震化事業については、資料 14 ページにあるとおり、重要な管路に位置付け

られている箇所については、平成３０年に概ね耐震化は完了している。古くなっ

た下水管の更新工事は現在も行っているところである。 

 

【参加者】 

耐震化工事を一度行えば、今後３０年は持つのか。 

 

【事務局】 

３０年後まで持つと言われている。その実績については、今後確認していく必

要がある。 

 

【参加者】 

資料１５ページにある探査車や自走式カメラは八王子市では何台ほど所有して

いるのか。 

 

【事務局】 

八王子市では、所有しておらず、専門業者に依頼を行い、調査を行った。 

 

【産業振興推進課長】 

八王子市の下水道管は、約２,２００キロ埋設されている中で、調査しなければ

いけない下水道管はどのくらいの距離があるのか。 
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会 議 の 内 容 

【事務局】 

国から調査が来ているのは、直径２メートル以上の下水道管であり、今回調査

を 

行った１４キロメートルがほとんどである。 

【参加者】 

水再生センターは都の施設だと思うが、運営は市の職員が行っているのか。 

 

【事務局】 

水再生センターは東京都になるが、東京都は経費削減のため、民間業者にそ

の運 

営をお願いしており、市の職員が運営しているということはない。 

 

【参加者】 

２メートル以上の管が少しあるが、八潮みたいな事件は八王子市では起きない

ということなのか。 

 

【事務局】 

八王子市は八潮のような大きい管は入っていない。１月の段階で緊急点検した

のは、緊急輸送路の１６号、２０号及び都道などの決まっている所があり、そう

いう所のポイントは確認して異常なかった。 

 

【参加者】 

下水道料金について今まで市民からの声はあったのか。例えば高すぎるとか、

これでやっていけるのかとか。 

 

【事務局】 

高いとか低いとか言われたことはない。２６市平均では確かに高いイメージは

あるが、近隣の市や東京都と同じ水準になっている。 

 

【下水道課長】 

下水道事業経営戦略の改定の際、議会へ説明した時に、議員に八潮の事件も

あって、この下水道使用料でやっていけるのか、物価高騰や下水道管がこれだ

けある中で賄えきれるのか、どんどん投資していかないと、という話はあった。

下水道使用料は水道料金と一緒に支払うため、あまり下水道料金について意

識していないかもしれない。下水道使用料を改定することになれば関心が出て

くるのではないか。今の所あまり声は聴いていない。 

 

【産業振興推進課長】 

浄化槽とはどういうものか。 
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会 議 の 内 容 

【事務局】 

汚水の処理方法は色々あり、下水道・浄化槽・し尿・汲み取りというのがある。

浄化槽にも種類が 2 つあって、合併浄化槽と単独浄化槽がある。合併浄化槽

は家の中の台所とかトイレなどのものを処理する。単独浄化槽はトイレだけの

ものを処理して、雑排水と言われる風呂とか台所の水は河川に直接放流して

いる。約 99％は下水に繋がっている。浄化槽のエリアは約９,８９９ヘクタール

で下水は約８,７００ヘクタールで浄化槽の方が広い。し尿は八王子市で責任を

もって収集している。 

 

【参加者】 

収支の関係で今後は厳しくなるとあるが、今後厳しくなる分岐点はいつになる

のか。     

                                                  

【事務局】 

収支の関係で厳しくなると考えている要因として、資料１０ページに収益的支出

の 

主なものとして、八王子市から出る下水を東京都が管理している処理場にて

処理をしているため、市から処理に要する金額を年間約３０億円支払ってい

る。近年の物価上昇に伴って、流した水量１立方メートル当たりの負担金の単

価が上がる可能性があり、単価が上昇すると、現在の使用料では賄えなくなる

のではないかと考えている。 

 

【参加者】 

単価が上がるのは、八王子市だけの話なのか。 

 

【事務局】 

八王子市だけの話しではなく、都内の市町村全てに関係してくる。ただし、都内

の市町村ごとに状況が異なる。八王子市では経費回収率は１００％を上回って

いる 

が、調布市などは、現状９０％を切っている。市町村ごとに置かれている状況が

違うため、東京都が負担金の単価を上げた際に、料金体系を上げる自治体や

維持する自治体などが出てくる。 

 

【座長】 

八王子市から出る下水の処理は、東京都の流域下水道事業として、東京都が

管理している処理場で処理されている。このため、東京都の流域下水道事業

は、市町村からの維持管理負担金によって運営されているが、東京都の流域

下水道事業の財政収支そのものが赤字であり、その上、赤字が継続している。 
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会 議 の 内 容 

このため、今後、東京都が、水量１立方メートル当たりの維持管理負担金の単

価を上げることも想定される。今後、この八王子市下水道使用料等懇談会の

審議の中で、八王子市が東京都に支払っている年間約３０億円の維持管理負

担金についても論点として出てくると思うが、この点に関して、所管課として、

東京都との折衝の過程の中で得ている情報や、所管課としての所見を伺いた

い。 

 

【下水道課長】 

上昇のタイミングとしては、早ければ令和８年度から上昇するといった情報が

ある。令和８年度に負担金が上昇した際の影響は大きい。負担金が上昇した際

に、資金的に経営をどのように賄っていくか、歳出削減の努力をどのように行う

かを考えていく必要がある。 

 

【参加者】 

八王子市の下水道事業と他の自治体を比較して、どのように評価しているの

か。 

 

【座長】 

どこの自治体も、下水道事業の財政シミュレーションによる使用料改定の検証

を行っている。今後、この八王子市下水道使用料等懇談会の審議の中で、たと

えば、収益的収支については、人口減少の影響や維持管理費の増加により、使

用料収入だけでは赤字が発生する見通しがあるなど、様々なパターンを想定

した財政シミュレーションを行った上で議論を行っていく必要がある。 

 

【下水道課長】 

主な収入である下水道使用料が適正かどうかというのは、経費回収率が

100％ 

超えているかどうかとなるが、現状の経営状況は良好である。今後は色々な要

素があるので、人口減少あるいは節水技術の進行により下水道使用料は落ち

ていく。１０年後に今のままで賄えきれるとはいえない。現状では毎年約３千万

円程度使用料収入が落ちてきている。今後よく考えていかないと経営としては

難しいと考えている。 

 

【座長】 

下水道事業は、公営企業の独立採算制の原則や受益者負担の原則に基づき、

運営されている。受益と負担の関係では、下水道事業に要する経費を、受益者

である利用者の下水道使用料で回収することになる。しかし、下水道使用料で

回収できない経費については、赤字補填として、一般会計からの繰出金による 
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会 議 の 内 容 

補填に依存している。こうした一般会計との財政関係を含めた下水道事業の

全体像について、次回以降の会議で議論したい。 

 

【参加者】 

下水道使用料を上げるということは、水道料金も上げるということか。 

 

【下水道課長】 

水道は東京都となるため、下水道使用料とは別である。会計もまったく別であ

る。 

 

参加者】 

下水道使用料の徴収は外部に委託しているが、その方法しかないのか。 

 

【事務局】 

下水道使用料の徴収業務を市で行った場合、各ご家庭の下水の使用量を把

握【するには、水道のメーターとは別に下水道のメーターを付けなければならな

い。メーターは計量法によって８年に１回交換する。仮に水道と下水道を分けた

場合、市としてメーターを設置し、管理や交換の維持管理費、尚且つ検針に行

く人を雇い、料金も計算しなくてはいけなということで、コストを比較した場合、

水道と一緒に徴収した方が安いということになる。 

 

【産業振興推進課長】 

井戸水について、企業や病院などでは井戸水を使用しているところなどがある

が、企業はメーターを必ず設置する必要があるのか。 

 

【事務局】 

企業や病院については、使用水量が一般家庭よりも、かなり多くなるため、私

設メーターを設置して計量するよう依頼をしている。また、工事で発生する湧

水などについては、私設メーターで計量する方法の他に、湧水を汲み上げるポ

ンプの能力及び稼働時間によって水量を算出する方法や、ノッチタンクを用い

て排水量を算出する方法などがある。 

 

【座長】 

本日は、八王子市の下水道事業の現状と、全体的な構造を確認しながら、大

変活発で有意義な議論をして頂き感謝する。これで本日の会議を終了する。 
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会 議 の 内 容 

次第 3 事務連絡 

次回以降の日程について 

【事務局】 

次回以降の懇談会に関しては、８月を予定している。日程が決まり次第連絡を

する。また、第 3回、第４回に関しては、10月・11月を予定している。 

 

次第 4 閉会 

 

 


